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● 現在の研究について 

ステップファミリーの一員として育つ者が，そ 

の家族族関係をどのように認知しているか， 

ステップファミリーでの体験がその心理的発 

達にどのような影響を及ぼすのかについて，  

子どもの視点から明らかにしようとして研究 

しております。そしてまた， ステップファミ 

リー全体が新たな出会いから統合したものへ 

と発展していく過程がどのようなものであ 

るのか，それは離婚，再婚などを経験してい 

ない家族の体験するものとどのような差異が 

あるのかについてステップファミリーの親 

および子どもへの面接調査により明らかに 

していくことを目指して研究しております。 

これまで，ステップファミリーの子どもとし 

て育った成人に対して面接調査を行なったと 

ころ，生みの親に対する忠誠心の問題や自分 

が継親から邪魔者とみなされているという感 

覚，早期の親からの自立を目指す傾向，そし 

て離婚した実の親から捨てられたと感じる傾 

向などが多くみとめられました。これらの傾 

向が個人の自己評価や基本的信頼感，そして対 

人関係のあり方全般に大きく影響を及ぼして 

いると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

● 今後進めていきたい研究について 

家族関係に関する心理学的研究は日本におい 

ても様々な視点から行なわれてきました。し 

かしそれらはほとんどの場合，血のつながり 

のある親子関係を前提として考えられてきて 

います。現在はまだ社会的少数派ではあるか 

もしれませんが，確実に増加しつつあるステ 

ップファミリーに特有の内的体験，関係のあ 

り方を明らかにすることで， ステップファミ 

リーの抱える諸問題への臨床心理学的援助に 

資する知見が得られることになると考えられ 

ます。また，否定的側面が強調されることが 

多い離婚家庭やステップファミリーについて 

肯定的な側面を探っていく研究を進めていき 

たいと考えております。 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

ステップファミリー関連の団体，自助グルー 

プ等との共同研究あるいは援助実践を進めて 

いくことができればと考えております。 

 

 

 

 

 

● これまでの連携実績 

 


